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『ヴィクトリア朝文化研究』第18号（2020年）

１. はじめに
ヴィクトリア朝期にイギリスで活躍した画家ジョン・ウィリアム・ウォー
ターハウス (John William Waterhouse, 1849-1917)は、1895年に《聖カエキ
リア》（St. Cecilia, 1895）（図 1）をロイヤル・アカデミー夏期展に出品した。
画面では、キリスト教の殉教聖女カエキリアが眠っており、彼女の周辺には、
伝統的に眠りを象徴する芥子の花が咲いている。

カエキリアは、2世紀から3世紀頃にローマで殉教したとされる。伝承
では、ローマ貴族の娘だったカエキリアは、婚約者を説得し結婚後も純潔
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を守ったという。婚約者は応じる代わりに、彼女が天使の守護下にある
ことを示すよう求めた。その時天使が現れ、カエキリアと婚約者に花の冠
を与えたため、婚約者もまた信仰に目覚めたという。さらに、結婚の日
に天上の音楽が彼女を見送ったという伝説があり、カエキリアはルネサン
ス以降音楽の守護聖人とされてきた。それゆえ西洋絵画の図像伝統では、
カエキリアは楽器を奏でる姿で描かれることが多く、例えばドメニコ・ド
ミニキーノ (Domenico Domenichino, 1581-1641)の《聖カエキリアと譜面
を持つ天使》(Saint Cecilia with an Angel Holding a Musical Score, c. 1617-1618)、
グイド・レーニ (Guido Reni, 1575-1642)の《聖カエキリア》(Saint Cecilia, 
1606)、ウォーターハウス作品と構図が酷似したポール・ドラローシュ(Paul 

Delaroche, 1797-1856)の《聖カエキリアと天使たち》(St Cecilia and the Angels, 
1836)1等があり、ヴィクトリア朝絵画でも度々取り上げられた。
ウォーターハウス作品は、油彩画では初めてカエキリアと眠りを結び
つけた特異な作品である 2。先行研究では、眠るカエキリアの典拠は、ア
ルフレッド・テニスン (Alfred Tennyson, 1809-1892)の詩「芸術の殿堂」(The 
Palace of Art, 1832, revised 1842)の一節とされてきた 3。以下に引用するよ
うに、「カエキリアが眠る」と明記され、しかもアカデミー展出品時にウォー
ターハウスがこれを引用して作品に添えたからである 4。

Or in a clear-wall ’d city on the sea,
Near gilded organ-pipes, her hair
Wound with white roses, slept St Cecily; 
An angel look ’d at her.5

《聖カエキリア》は、「美しく城壁を巡らされた海沿いの町」で「パイプオ
ルガンのそば」に「聖カエキリアが眠って」いる点ではテニスンの詩と合致
するが、矛盾する描写もある。詩では天使が「一人で聖女を見つめて」い
るが、画面では二人に増えて楽器を奏でている。つまり、眠る聖女のイ
メージをテニスンの詩から着想したにしても、詩の忠実な再現を意図して
いないことは明白なのである。さらに先行研究は、ダンテ・ゲイブリエ
ル・ロセッティ(Dante Gabriel Rossetti, 1828-1882)の木版画《聖カエキリア》
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（St. Cecilia, 1856-1857）（図 2）からの影響
も指摘してきた 6。しかし、後述のよう
にウォーターハウス作品では官能性は抑
制され、強い官能性が託されたロセッティ
作品とは異なる眠りが描かれている。
従来も《聖カエキリア》における眠りは
着目されていたが、テニスンの詩や同時
代の眠りを主題とする絵画との関連が言
及されるに留まっていた。本稿では、イ
メージ・ソースやテニスン以外の参照文
献等に触れつつ、本作品の眠りが聖性と
結びつくことを指摘する。

２.　眠る女性像の系譜と《聖カエキリア》
聖カエキリアの図像伝統では、眠る姿が描かれることはきわめて稀であ
る。眠りは、眠る女性像の形でヴィクトリア朝絵画に頻出した主題だった。
《聖カエキリア》は微睡む聖女を描いており、眠る女性像の系譜上に連なる
絵画と言える。絵画における眠る女性像の流行は、ヴィクトリア朝を通じ
て広く展開していた。眠り姫の物語を描いたエドワード・バーン＝ジョー
ンズ（Edward Burne-Jones, 1833-1898）の《ブライアー・ローズ》シリーズ
(Briar Rose series, 1885-1890)は特に有名で、他にも、アルバート・ムーア
(Albert Joseph Moore, 1841-1893)の《夢見る人々》(Dreamers, 1882)や、フレ
デリック・レイトン (Frederick Leighton, 1830-1896)の《灼熱の六月》(Flaming 
June, 1895)等がある。また、ロセッティも椅子に腰かけて眠る妻の姿を多
数素描に残している。
近年出版された論文集『ヴィクトリア朝英国の眠り姫たち』7によれば、
ヴィクトリア朝絵画で眠りの主題が流行した背景には、睡眠習慣の変化が
誘発した眠りに対する関心の高まりがあるという。夜間照明が少なかっ
た産業革命以前には、人々は日没後の活動がほとんどできず、「ウォッチ
(Watch)」と呼ばれるインターバルを挟んで二回に分けて眠っていた。とこ
ろが、ガス灯等の普及で夜間活動が可能になり、19世紀初頭頃までには、
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人々は7～8時間のまとまった睡眠をとるようになった。この新しい眠り
方が標準化していく過程で、そこから外れた眠り方は睡眠障害という医学
的症例として位置づけられるようになってゆく。1840年代～50年代に多
数出版された睡眠理論や睡眠障害に関する書籍や、医学雑誌や新聞等を通
じて、度々睡眠障害の事例が写真付きで報告されたが、とりわけ長時間
眠り続ける人 （々そのほとんどが女性）が注目を集めた 8。寝台に横たわり
眠り続ける女性のイメージは、女性作家アン・サッカレー・リッチ（Anne 

Thackeray Ritchie, 1837-1919）によって出版された『五人の古い友人と若き
王子』（Five Old Friends and A Young Prince, 1886）にも登場していた。この短
編集は、シャルル・ペロー(Charles Perrault, 1628-1703)が編纂した童話集
を大人向けに英訳したもので、この中に「眠れる森の美女」の物語が含ま
れていた。これを題材にバーン＝ジョーンズは《ブライアー・ローズ》シリー
ズを描き、眠りの中に閉じ込められた女性像を提示してみせたが、こうし
た作品を通じて、眠る女性像を鑑賞対象として消費する動向がヴィクトリ
ア朝絵画に形成されていったのである。
従来の研究では、ヴィクトリア朝絵画の眠る女性像の受動的で官能的
な側面が指摘されてきた。ブラム・ダイクストラは『倒錯の偶像』におい
て、眠る女性のイメージが19世紀の男性の窃視的欲望の対象であったと
論じた 9。しかし近年、受動的官能性に留まらない、眠る女性像の多義性
が指摘され始めている。前述の『ヴィクトリア朝英国の眠り姫たち』では、
静止した眠りを美しい理想的な夢の世界と捉えたジョン・ラスキン (John 

Ruskin, 1819-1900)とバーン＝ジョーンズや 10、健康的な眠りに性的欲望
や凶暴性を秘めた女性像を描いたローレンス・アルマ＝タデマ (Lawrence 

Alma-Tadema, 1836-1912) 11等の事例が挙げられている。また、小野寺玲子
は、ウィリアム・パウエル・フリス (William Powell Frith, 1819-1909)の《居
眠りするモデル》(The Sleeping Model, 1853)において、怠惰や退屈と眠りの
関連性を指摘している 12。さらに、ケネス・ベンディナーによれば、1850

年代以前のイギリス絵画における眠りのモチーフは、空想的な夢の世界の
みならず、過酷な労働の疲労、怠惰や失業状態をも示唆したが、19世紀
後半以降は眠りの主題から社会的・道徳的側面が薄れていき、エロティシ
ズムと結びついた眠りが描かれるようになったという 13。
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ウォーターハウスもまた、眠りを多義的に描いた。《眠りとその兄弟、
死》(Sleep and his Half-Brother Death, 1874)では古代神話を題材に眠りと死の
近親性を兄弟の姿に託し、《無為の楽しみ》(Dolce Far Niente, 1880)では不活
動状態で過ごす逸楽を描き怠惰・安息・快楽と眠りを重ね、《アリアドネ》
(Ariadne, 1898)では官能的に眠る女性像に豹を添えてバッカスの到来とい
う物語の未来を暗示した。《聖カエキリア》は、女性が無防備に眠る姿を晒
している点で、受動性や官能性と無縁ではない。しかし、ウォーターハウ
スの眠りの表現の多様性に鑑みれば、受動的官能性に留まらない解釈が可
能なのではないか。

３.　イメージ・ソースと鋭敏化する感覚
《聖カエキリア》で眠る聖
女という特異な図像を描く
にあたり、ウォーターハウ
スがイメージ・ソースにし
た同時代絵画として、バー
ン＝ジョーンズの《ロー
ズ・バ ウ ア ー》（The Rose 
Bower, 1890）（図 3）が構図
上の類似性から挙げられる。《ローズ・バウアー》は、《ブライアー・ローズ》
シリーズの一枚で、眠る王女と侍女が登場する。画面右側で白い服の女性
が眠り、画面左側に二人の人物像が配置される、という構図が《聖カエキ
リア》と共通しており、高い装飾性や色彩美の点でも、両作品には強い関
連性を見出せる。《ブライアー・ローズ》シリーズは、1890年にロンドンの
アグニュー・ギャラリーで展示され大好評を博し、バーン＝ジョーンズの
最高傑作の一つと称賛された 14。そのためウォーターハウスもほぼ確実に
目にしており、制作時に念頭においていた可能性はきわめて高い 15。この
連作は、初代ファリンドン男爵アレグザンダー・ヘンダースン（Alexander 

Henderson, 1st Baron Faringdon, 1850-1934）が購入しバスコット・パーク
の邸宅に飾っていた。ウォーターハウスにとってヘンダースンは、妻や娘
の肖像画を依頼してくれる有力なパトロンで、二人の間には家族間の交流
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もあった 16。バスコット・パーク
に度々招かれたウォーターハウス
は、間近で何度も《ブライアー・
ローズ》シリーズを見ていたと考
えられる。
ウォーターハウスは、タンホイ
ザー伝説を扱ったバーン＝ジョー
ンズの《ラウス・ウェネリス》
（Laus Veneris, 1873-1875）（図 4）か
らも借用した可能性がある。複数の人物像（侍女と天使）と単身像（ヴィー
ナスとカエキリア）を画面両側に置く構図、高い装飾性、奏楽する人物で
表された音楽的要素、膝の上に物を置き椅子に座る姿勢（ヴィーナスとカ
エキリア）等、両作品には共通点が多い。《ラウス・ウェネリス》は1878年
にグロヴナー・ギャラリーで展示され話題を呼んだため 17、ウォーターハ
ウスも目にしたはずである。
さらに先行研究では、ロセッティの木版画《聖カエキリア》からの影響が
指摘されてきた 18。ロセッティ作品では、目を閉じたカエキリアを、背後
から男性の天使が抱擁している。目を閉じたカエキリアの姿は、管見の限
りロセッティ作品以前には描かれていない。つまりロセッティ作品は、目
を閉じたカエキリアの表現としてウォーターハウスがほぼ唯一接すること
のできた先行作例なのである。この木版画は、テニスンの詩「芸術の殿堂」
の挿絵として描かれ、1857年に出版されたモクソン版のテニスンの詩集に
収められ流布していた。ロバート・アップストーンはウォーターハウスが
間違いなくロセッティ作品に馴染んでいたと指摘しており 19、主題の共通
性からも、ウォーターハウスが作品制作時にロセッティの木版画を参照し
たと考えるのが妥当である。
ところで、ウォーターハウスはロセッティの《聖カエキリア》から、五感
を強調する細部描写も継承した。ロセッティ作品では、画面左下でリンゴ
を齧る兵士は味覚を、楽器の音は聴覚を、素材の手触りを感じさせる筆致
は触覚を、それぞれ象徴しており、意図的に五感を強調する工夫が施され
ている。先行研究でも指摘されてきたように、ウォーターハウス作品の随

図4
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所にも、視覚以外の感覚を刺激する表現が散見
される 20。画中の噴水の水音や、天使が奏でる
聖なる音楽が、聴覚に響いてゆく。カエキリア
の手元のバラと書物、衣装の緻密な刺繍の描写は、
触覚的な感覚を呼び起こす。薔薇や芥子が放つ
芳香や、後景の海洋の潮の香りは、嗅覚を刺激
する。ウォーターハウスは、《聖カエキリア》と
同時期に《祠堂》（The Shrine, 1895）（図 5）を描き、
花の香りをかぐ少女の姿で嗅覚を表現した。《祠
堂》の少女とカエキリアの衣装や容貌は酷似して
おり、両作品に関連性がみられるが 21、このこ
とは、画家が《聖カエキリア》制作時に五感を鋭
敏化させ感覚をひらいていく表現に関心を寄せ
ていたことを裏付ける。《祠堂》の少女は目を閉
じて嗅覚を研ぎ澄ませているが、視覚を遮断することで他の感覚を鋭敏化
する表現は《聖カエキリア》にも共通しており、目を閉じた聖女を描くこ
とで視覚以外の五感を強調しようとした試みがみてとれる。
同時代の観者も、《聖カエキリア》における感覚をひらいていく表現に呼
応した。この作品を扱った雑誌や新聞の記事からは、観者が色彩美の享受
を通じて感覚的刺激を堪能したことが窺える。『ロンドン・ソサイエティ』
誌は画中の様々な色彩を挙げて「ウォーターハウス氏以前にこれほどあで
やかな色彩画家だったものはない」と評し 22、『マガジン・オブ・アート』
誌の編者は、「構図、美しさと巧みなバランス、そして真の詩情」を見出し、
「モーヴや白、緑や青や赤といった色彩の豊かさは、ハーモニーへと見事
に変化し」ていると称賛した 23。これらの批評には色彩への関心という共
通点があるが、色彩美の享受はきわめて感覚的なものだ。《聖カエキリア》
が持ちえた感覚的作用は、主題の解釈から観者を遠ざけもした。『マガジ
ン・オブ・アート』誌は、「カエキリアの主題を知らない者でも、この色彩
配置と様式には等しく魅了されるだろう。この作品を絵画として享受するた
めにテニスンの「芸術の殿堂」に関する知識等（中略）全く必要ないのだ」24と
指摘しており、同時代の観者が主題の読解よりも感覚的な鑑賞を伴って作

図5
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品に対峙したことが見て取れる。
さらに、ひらかれた感覚は、聖なるヴィ
ジョンへの接触に繋がることがある。ロ
セッティの木版画では、聖女は楽器に手を
置きながら目を閉じ、恍惚とした表情から
わかるように背後の天使の抱擁を感じ取っ
ている。ただし、ロセッティ作品では恍惚
の表情で目を閉じた聖女が強い官能性を
帯びているのに対し、ウォーターハウス作
品では無防備に眠ってはいるが聖女のエロ
ティシズムは抑制されている。また、ロセッ
ティ作品には、画面前景の兵士がリンゴを
齧る描写や画面後景に展開する日常風景等、
世俗的要素が多数描かれているが、ウォーターハウス作品には聖女と天使
以外に人物は登場せず、日常世界との繋がりよりも宗教性や聖性に比重が
置かれている。ウォーターハウス作品の聖女の顔は、ロセッティ作品のよ
うな恍惚の表情ではなく、感覚を鋭敏化しながら静かに目を閉じている。
視覚が閉ざされていながら他の感覚を研ぎ澄まし、その先に聖なるも
のや特別なヴィジョンを知覚する、という表現を試みたもう一つの例は、
ジョン・エヴァレット・ミレイ (John Everett Millais, 1829-1896)の《盲目の
少女》（The Blind Girl, 1854-1856）（図6）である。アリソン・スミスらによれ
ば、触覚を示唆する草に触れる指先や、聴覚を示唆する楽器と小川の水音
等が、視覚以外の感覚を暗示し、神の慈悲を象徴する二重の虹や、人間の
魂を象徴する蝶は、作品に宗教的象徴性を付与するという 25。つまり、少
女は盲目でありながらも、視覚以外の鋭敏化した感覚の中で神性と繋がる
のである。ひらかれた感覚の先で聖なるイメージに接近する人物像は、ミ
レイ作品とウォーターハウス作品に共通している。《盲目の少女》は 1856

年のアカデミー展に出品された後、1891年から1892年にバーミンガム美
術館で展示された。1881年から王立バーミンガム美術家協会に出品してい
たウォーターハウスはこの展示を見た可能性があり、《聖カエキリア》制作
時に参考にしたかもしれない。《聖カエキリア》は２年以上かけて 1895年

図6
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に完成されたことが分かっており 26、《盲目の少女》の展示期間と《聖カエ
キリア》制作開始の時期とが近接しているからだ。

４.　『黄金伝説』の引用と書物のモチーフ―聖性の描写
先行研究では、《聖カエキリア》の典拠はテニスンの「芸術の殿堂」の一
節とされてきた。しかし、詩では「一人の天使」と明記されているが、画
中の天使は二人である。天使について、ピーター・トリッピは聖女が「超
自然的力のもと、音楽を奏でるふたりの天使を幻視」しているとし 27、アッ
プストーンは「天使たちはカエキリアに恋をし」ているので「愛を象徴する
薔薇の花々に囲まれている」と解釈したが 28、宗教性や聖性を明示する重
要なモチーフであるにも拘わらず、二人に増えた理由は充分に考察されて
いない。
これまでには指摘されていないが、画家が参照したと考えられるテニス
ンの詩以外の文献がある。それは、ジェノヴァの大司教ヤコブス・デ・ウォ
ラギネ (Jacobus de Voragine, c. 1230-1298)によって集成された『黄金伝説』
（Legenda Aurea, c. 1267）である。聖書に次いで広く読まれた『黄金伝説』は、
キリスト教の諸聖人の伝説をまとめた書物で、第163章でカエキリアの伝
説が詳述されている。その中には、カエキリアの婚礼衣装と埋葬衣装に金
の縫い取りがあったという記述があり 29、《聖カエキリア》の聖女の衣装の
金糸の刺繍と重なり合う 30。『黄金伝説』は元々ラテン語で書かれていたが、
1483年にはウィリアム・キャクストン (William Caxton, c. 1422-c. 1491)に
よる英語版が出版された。1816年にウォラギネが教皇ピウス7世により列
福されて以降、19世紀を通じて彼と『黄金伝説』が再注目されることになっ
た。ヴィクトリア朝期に普及していたのはキャクストン版の英訳で、1878

年にはこれにアルフレッド・アスプラント (Alfred Asplant, 1816-1880)が解
説を寄せたものが、マンチェスターのホルバイン・ソサイエティの複製シ
リーズの一つとして出版された 31。さらにキャクストン版は、1892年にウィ
リアム・モリス (William Morris, 1836-1896)が考案した特別な活字体でケ
ルムスコット・プレスからも出版された 32。バーン＝ジョーンズが挿絵を
描いていたことや、《聖カエキリア》の制作が始まる頃に出版されたことに
鑑みれば、ウォーターハウスもケルムスコット版に関心を寄せていたこと
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だろう。
さらに、『黄金伝説』とウォーターハウス作品は、三というカエキリアに
とって重要な数字によっても結びついている。『黄金伝説』に記されたカ
エキリアの殉教では、彼女は三度首を切られてもすぐには死なず、処刑失
敗後に三日間生き延びた、とされている。

刑吏は、三度力いっぱい彼女の首に剣を振りおろしたが、首を胴体から切
りはなすことはできなかった。罪人に三度以上剣をふるってはならないと
いう法律があったので、残忍な刑吏は、カエキリアを半殺しのままうちす
てておいた。こうしてカエキリアは、それからまだ三日のあいだ生きてい
て、財産をことごとく貧しい人たちにわけあたえ、自分が回心させた信者
たちを聖ウルバヌスの手に託して、こう言った。「わたくしは、主に三日の
猶予をお願いしました。この人たちを神父さまの聖徳におゆだねいたします。
また、わたくしの家をどうか教会として聖別なさってくださいませ」33

引用からわかるように、三はカエキリアにとって、殉教に関わり奇跡や聖
性を象徴する数字である。画面からも、三人の人物像、三艘の船、三つの
弦楽器等、数字の三が浮上する。テニスンの詩では一人だった天使を二人
に増やし人物を三人にしたのは、三という数字を強調するためかもしれな
い。このように《聖カエキリア》では、テニスンの詩に加え『黄金伝説』も
参照することで、聖女の奇跡の逸話を暗示し、作品の聖性を際立たせてい
る。
さらに、聖女の手元の書物もまた、作品に聖性を付与している。書物に
ついては、これまで「祈祷書」34や「歌写本」35と言われてきたが、本稿では、
ネウマ記譜法という中世に流行した記譜法で書かれた譜面である可能性を
指摘したい 36。五線譜で楽譜が書かれる以前、中世の教会音楽では、祈祷
書の中でメスリマ（装飾的な楽句）や言葉を伴わないメロディーを示すネウ
マという記号を用いた記譜法が使われた。この記譜法をネウマ記譜法と呼
び、特に音符を楕円形ではなく四角形で記述した記譜を角型ネウマ記譜と
いう 37。角型ネウマ記譜法は、12世紀以降中世末期までヨーロッパ全土で
支配的だった記譜法で、地域や時代によって表記方法は異なるものの、四
角形の音符と四線譜を用いる点は共通している。カエキリアの手元の書物
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には、四本の横線上に小さな四角形が点在
しており、角型ネウマ記譜法の特徴を示し
ている。書物の左上に描かれた挿図は、そ
の形状からアルファベットのＥであると判
別できるが、アルファベットの装飾文字（あ
るいは挿図）を譜面に挿入するのも角型ネ
ウマ記譜法の特徴の一つで、ヴィクトリア・
アンド・アルバート・ミュージアム所蔵の
写本の角型ネウマ記譜の頁にも認められる
（図7）。画中の書物の同定は今後の調査を
待つ必要があるが、大英図書館には角型ネ
ウマ記譜を含む写本が多数収蔵されており、
ウォーターハウスが作品制作時に参照でき
たことは確かである。
角型ネウマ記譜の書物というモチーフは、作品に強い宗教性を付与して
いる。同時代の作品評で「祈祷書」と判断されることがあったように、当
時の観者がこの中世の書物に宗教性や聖性を見ていたことは疑いを得ない。
画面では、書物とカエキリアの手の接触が触覚を喚起し、添えられた薔薇
の花が嗅覚も呼び覚ます。さらに、開かれた頁に描き込まれた記譜によっ
て、聖なる音楽が暗示され聴覚までもがひらかれてゆく。感覚をひらく表
現を包含するウォーターハウス作品において、『黄金伝説』からの引用によっ
て強調された聖性は、書物のモチーフによって鋭敏化された感覚と結びつ
くのである。

５.　聖なるものへの接近
ウォーターハウス作品で聖性が強調された背景には、同時代作品との
差別化を図る意図があったかもしれない。ロセッティの木版画だけでな
く、マリー・スパルタリ・スティルマン (Marie Euphrosyne Spartali, later 

Stillman, 1844-1927)、ケイト・バンス (Kate Elizabeth Bunce, 1858-1927)、
シドニー・ハロルド・メトヤード (Sidney Harold Meteyard, 1868-1947)等、
19世紀末から20世紀初頭にかけて多くのイギリスの画家たちが、聖カエ

図7
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キリアを繰り返し描いていた 38。特にジョン・メリッシュ・ストラドヴィッ
ク (John Melhuish Strudwick, 1849-1937)はこの主題を複数回取り上げてお
り、中でも1882年の作品は、グロヴナー・ギャラリーで展示された上、美
術雑誌『アート・ジャーナル』誌でジョージ・バーナード・ショー(George 

Bernard Shaw, 1856-1950)が写真付きで紹介記事を寄せていたため 39、
ウォーターハウスも知っていたはずである。ただし、これらの同時代作品
は、ほぼ例外なくパイプオルガン等の楽器を弾くカエキリアを描いており、
色彩美や装飾性の点ではウォーターハウス作品と共通するものの、主眼は
聖性より音楽性に置かれている。《聖カエキリア》が出品された1895年は、
ウォーターハウスが1885年にロイヤル・アカデミー準会員に選出されてか
ら十年という節目の年だった。正会員の座を視野に入れていた画家にとっ
て、他作品の焼き直しを免れることは喫緊の課題であったと考えられる
（ウォーターハウスは1895年にアカデミー正会員に選出されている）。同時
代作品ほど音楽性に比重を置かず聖性を強調したことは、キリスト教の聖
女を描いている点で妥当であり、かつ他作品とは異なるカエキリア像を提
示する上で有効だったのではないか。
さらに、ウォーターハウス作品では、目を閉じて感覚を研ぎ澄ます表現
を踏襲するだけでなく、そこに眠りの主題を加えたことで、鋭敏化された
感覚と宗教的聖性が一層強く結びつけられている。演奏する二人の天使が、
画中の最も明瞭な聖性の表現であることは言を俟たない。ただし、本来天
使の姿は人間の目に見えるものではない。日常や現実を超越した特別な聖
なるヴィジョンは、本来は直接見えないからだ。聖なるもののヴィジョン
は、宗教的法悦等の特別な状況下で知覚されることが多く、単に感覚を先
鋭化させるだけでなく、特別な知覚を働かせる必要がある。そのため、西
洋美術において聖性を知覚する姿を表現する際、人物の目をただ閉ざすだ
けでなく、そこに恍惚や眠りの要素を加えることによって、世俗的感覚や
日常的な意識を超越した特別なヴィジョンに接していることを明示しよう
とする試みがなされてきた。代表的な例にジャン・ロレンツォ・ベルニー
ニ (Gian Lorenzo Bernini, 1598-1680)の彫刻《聖テレジアの法悦》(L’Estasi di 
Santa Teresa, 1647-1652)があり、目を閉じた聖女が宗教的法悦という非日
常の中で天使と出会っている。ウォーターハウスは1877年にローマを訪れ
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ていたためこの彫刻を実見した可能性があり、加えて大英博物館所蔵のベ
ルニーニ作品に基づく版画 40も見ていたかもしれない。ヴィクトリア朝絵
画にも目を閉じた人物が眠りや恍惚の中で聖なるものと接近する作例があ
る。一例に、眠るエリヤの傍らに天使が立つ場面を描いたレイトンの《荒
野のエリヤ》(Elijah in the Wilderness, 1877-1878)（図8）があり、ウォーターハ
ウスはこれを1878年にアカデミー展で見ていた。さらに、ロセッティは木
版画《聖カエキリア》で目を閉じて天使と接触する聖女を描いたが、ここ
からモチーフを借用した《ベアータ・ベアトリクス》(Beata Beatrix, c. 1864-

1870) （図9）では、目を閉じたベアトリーチェを描いている。ロセッティ
はパトロンへの手紙（1873年３月）に、この作品が「恍惚状態ないしは突然
の霊的な変容で象徴され」る作品で、画中のベアトリーチェは「目に見え
てうっとりして天国へと連れていかれ、閉じた瞼を通して見ているかのよ
う」な表情なのだとしたためた 41。《ベアータ・ベアトリクス》は1883年に
ロイヤル・アカデミーで開催されたロセッティの回顧展に出品されており、
ウォーターハウスもこの展示に足を運んでいる 42。「閉じた瞼を通して見
ている」表情は、ロセッティの《聖カエキリア》や《ベアータ・ベアトリクス》
とウォーターハウス作品に共通するが、ウォーターハウスはロセッティ作
品ほどの強い官能性を描かず、より一層聖性を強調した。ウォーターハウ

図9図8
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ス作品の眠る聖女が、聖なるものに接し世俗を超えていく様を、同時代の
観者は『アート・ジャーナル』誌で次のように評した。

《聖カエキリア》では、（中略）目的は、全体的な装飾性、色彩の豪華さで
ある。だからこの作品は即時的で直接的なのだ（中略）そのような効果は、
最初は装飾的だが、そのあとどこか宗教的になり、そしてリアリズムや我々
の日常世界から遥かに隔たってゆく。43

ウォーターハウスの《聖カエキリア》では、ヴィクトリア朝絵画の眠る女
性像の官能的な受動性が継承されながらも、眠りの中で鋭敏化していく感
覚もまた描かれている。ウォーターハウスは、テニスンの詩以外に『黄金
伝説』からも引用を行い、角型ネウマ記譜を参照した書物の描写によって、
作品に強い聖性を付与した。さらに、目を閉じる姿で聖なるヴィジョンと
触れ合う図像の伝統を踏襲しつつ、そこに眠りを加えることで鋭敏化した
感覚と聖性を一層強く結びつけた。本来視覚では捉えられない特別なイメー
ジを、眠りによって描出しようとする試みは、絵画において眠りの主題が
孕む意味を変容させる実験としても位置付けられる。加えて、眠りの中で
ひらかれた感覚を聖性に繋げるという、カエキリアの図像としては前例の
ない試みは、同時代の観者たちの感覚をもひらき、「日常世界から遥かに
隔たっ」た場所へ誘いもした。《聖カエキリア》の一見静止しており受動的
な眠る聖女は、視覚を閉じつつ感覚を研ぎ澄ませながら、眠りの先で聖な
るものに触れている。

【図版キャプション】
図 1 ジョン・ウィリアム・ウォーターハウス《聖カエキリア》
 1895年、油彩・カンヴァス、123.2× 200.7㎝、個人蔵
図 2 ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ《聖カエキリア》
 1856-1857年、紙・ペン・茶色インク、9.86× 8.26㎝、バーミンガム美術館
図 3 エドワード・バーン＝ジョーンズ《ローズ・バウアー》
 1886-1890年、油彩・カンヴァス、125× 231㎝、バスコット・パーク
図 4 エドワード・バーン＝ジョーンズ《ラウス・ウェネリス》
　　1873-1875年、油彩・カンヴァス、119.4× 180.3㎝、レイング美術館
図 5 ジョン・ウィリアム・ウォーターハウス《祠堂》
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　　1895年、油彩・カンヴァス、88× 42㎝、個人蔵
図 6 ジョン・エヴァレット・ミレイ《盲目の少女》
　　1856年、油彩・カンヴァス、82.6× 62.2㎝、バーミンガム美術館
図 7 《聖デニス祈祷書（部分）》1350-1480年頃、インク・顔料・金・羊皮紙・革
　　23.5× 17㎝、ヴィクトリア・アンド・アルバート・ミュージアム
図 8 フレデリック・レイトン《荒野のエリヤ》
　　 1878年、油彩・カンヴァス、234.3× 210.4㎝、ウォーカー・アート・ギャ

ラリー
図 9 ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ《聖カエキリア》
　　1864-1870年頃、油彩・カンヴァス、86.4× 66㎝、テイト
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Sleep in J. W. Waterhouse’s St. Cecilia:

The Opened Senses and Perception of Holiness

In 1895, John William Waterhouse painted a unique image of sleeping St. 

Cecilia in his painting St. Cecilia, which researchers considered to have been 

influenced by Alfred Tennyson’s poem The Palace of Art and Dante Gabriel 

Rossetti’s woodprint St. Cecilia. This paper argues that sleep in Waterhouse’s 

work relates to holiness, thereby elucidating the unmentioned imaginary 

and literary sources, and that Waterhouse painted suggestions of fragrance, 

sounds, music and the feeling of touch, thus emphasising sharpened and 

opened senses; these opened senses connect to the conception of holiness as 

in John Everett Millais’s The Blind Girl. Waterhouse accentuated the number 

3, which suggests her miracle, referring to Jacobus de Voragine’s Legenda 
Aurea. The book on St. Cecilia’s knee is regarded as a square-type manuscript 

of neumatic notation. Some citations from Legenda Aurea and medieval 

musical score confer a powerful holiness in Waterhouse’s work, and this 

holy vision is witnessed through special opened senses as opposed to the 

secular five senses. The representations of the closing eyes may suggest the 

conception of the holy vision. In Waterhouse’s work, St. Cecilia is closing 

her eyes but opening her special senses and experiencing the holy vision in 

her sleep.

Sayaka Wakana

Summary


